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明
代
の
ト
ゥ
ル
フ
ァ

l
ン
に
つ
い
て

堀

直

は
じ
め
に

中
国
の
明
代
に
相
当
す
る
十
四
l
十
七
世
紀
は
、
中
央
ア
ジ
ア
史
上
、
現
在
の
諸
民
族
分
布
の
大
体
の
形
成
を
み
た
大
き
な
転
換
期
で

あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
主
と
し
て
史
料
上
の
制
約
か
ら
研
究
の
遅
れ
て
い
る
分
野
で
も
あ
る
。
本
稿
は
こ
の
時
期
ト
ゥ
ル
フ
ァ

l
ン

－
『
己
門
時
間
口
地
域
に
拠
っ
た
諸
勢
カ
に
つ
い
て
若
干
の
史
実
の
解
明
を
目
的
と
す
る
。
言
及
す
べ
き
問
題
は
極
め
て
多
い
が
、
本
稿
で
は
最

も
年
代
記
的
に
信
用
の
お
け
る
明
実
録
（
以
降
、
実
録
と
略
称
）
と
、
こ
れ
も
す
ぐ
れ
て
年
代
記
の
体
裁
を
持
つ
タ
l
リ
l
ヒ
・
ラ
シ
l

ョ
！
・
と
略
お
れ
）
と
の
対
照
に
よ
っ
て
、
ト
ウ
ル
フ
ァ

l
ン
諸
勢
力
の
系
統
問
題
を
中
心
に
論
ず
る
こ
と
に
す
む
。

デ
ィ

l

（
以
降
、

一
、
明
初
の
ト
ゥ
ル
フ
ァ

l
ン

元
末
の
混
乱
を
克
服
し
て
、

明
が
中
央
ア
ジ
ア
の
諸
地
域
と
交
渉
を
持
つ
に
至
っ
た
際
、

ト
ゥ
ル
フ
ァ

l
ン
に
は
土
着
ウ
ィ
グ

i
ル

5
m百
円
仏
教
徒
の
三
勢
力
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
土
魯
番
・
火
川
・
柳
陳
の
三
勢
力
は
、
十
四
世
紀
の
チ
ャ
ガ
タ
イ
汗
国
の
東
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西
分
裂
後
、
東
部
モ
グ

l
リ
ス
タ
ー
ン

ζ
c
m
r己
目
的
仲
間
口
に
拠
っ
た
モ
グ

l
ル
ウ
ル
ス
の
汗
（
明
史
料
の
別
失
八
呈
王
）

の
間
接
統
治
の
下

に
あ
っ
た
様
で
あ
る
。

モ
グ

l
ル
は
十
五
世
紀
初
頭
、
西
北
モ
ン
ゴ
リ
ア
に
興
っ
た
オ
イ
ラ
ー
ト
の
圧
迫
に
よ
り
、
そ
の
中
心
を
西
方
イ

リ
河
火
口
に
移
し
た
。
明
史
料
は
こ
の
勢
力
を
「
亦
里
把
力
」
と
呼
、
び
か
え
た
。
こ
の
時
期
、

モ
グ
l
ル
の
支
配
者
は
ヴ
ア
イ
ス
〈
ど
印
汗

で
あ
っ
た
が
、
彼
は
祖
ヒ
ジ
ル
・
ホ
l
ジ
ャ
同
E
2
5
H
0
3
汗
以
来
附
庸
の
地
位
に
あ
っ
た
ト
ゥ
ル
フ
ア
｜
ン
地
域
に
も
直
接
進
出
し
、

の
地
域
の
三
土
着
勢
力
の
支
配
者
を
放
逐
し
む
o

遊
牧
勢
力
に
よ
る
ト
ウ
ル
フ
ァ

l
ン
占
拠
で
あ
る
。
明
史
料
の
土
魯
番
と
は
地
名
で
あ 守

」

る
と
同
時
に
、
そ
の
地
に
拠
る
勢
力
の
呼
称
で
も
あ
る
が
、
こ
こ
に
ま
ず
最
初
の
勢
力
の
交
代
を
指
摘
で
き
る
。

ト
ゥ
ル
フ
ァ

l
ン
支
配
の
直
接
化
を
図
っ
た
ヴ
ア
イ
ス
は
、

一
四
三
二
年
に
没
し
、

モ
グ

l
リ
ス
タ
ー
ン
に
は
彼
の
二
子
に
よ
る
汗
位

継
承
戦
争
が
起
っ
た
。
次
子
エ
セ
ン
・
ブ
カ
何
回

g
∞Z
P
は
兄
ユ

l
ヌ
ス
J

ヘロコ
5
を
西
方
チ
ム

l
ル
朝
に
走
ら
せ
て
、

モ
グ
l
ル
汗

位
に
即
い
た
。
明
史
料
の

「
亦
力
把
力
王
也
先
不
花
王
」
で
あ
る
。
汗
位
争
奪
戦
を
伝
え
る
西
方
史
料
に
は
ト
ウ
ル
フ
ァ

l
ン
が
父
ヴ
ア

イ
ス
の
遺
領
と
し
て
エ
セ
ン
・
ブ
カ
に
継
承
さ
れ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
明
記
が
な
い
。
が
↓
目
・
∞
め
に
は
エ
セ
ン
・
ブ
カ
の
領
域
の
東

端
を
ユ
ル
ド
ズ
ペ
己

E
N
と
し
て
い
る
こ
と
よ
り
、
即
位
の
混
乱
期
に
ト
ゥ
ル
フ
ァ

l
ン
は
モ
グ

l
ル
汗
の
子
か
ら
は
離
れ
た
も
の
と
見

て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、

ト
ゥ
ル
フ
ァ

l
ン
が
遊
牧
モ
グ

l
ル
の
手
を
離
れ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
以
降
の
ト
ウ
ル
フ

（

5）
 

ァ
l
ン
に
は
依
然
と
し
て
遊
牧
勢
力
が
拠
り
続
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ニ
、
遊
牧
勢
力
の
ト
ゥ
ル
フ
ァ

l
ン
占
拠

さ
て
明
初
以
来
の
仏
教
的
な
土
着
勢
力
の
消
滅
と
遊
牧
モ
グ

l
ル
勢
力
の
ト
ゥ
ル
フ
ァ

l
ン
占
拠
は
、
実
は
西
方
史
料
と
の
対
照
に
よ

っ
て
得
ら
れ
た
結
論
で
あ
っ
た
。
後
代
の

「
明
史
」
編
纂
者
等
を
含
め
て
中
国
側
に
は
こ
の
間
の
中
央
ア
ジ
ア
の
大
勢
が
明
確
に
は
伝
わ



っ
て
む
ら
ず
、
諸
史
料
の
聞
に
著
し
い
混
乱
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
ま
ず
、
こ
こ
で
は
、
「
明
史
」
の
諸
記
述
の
補
訂
の
作
業
を
通
じ
て
、

ト
ゥ
ル
フ
ァ

l
ン
に
拠
っ
た
そ
の
後
の
諸
勢
力
の
検
討
を
行
っ
て
み
よ
う
。

山
也
密
力
火
者

「
明
史
」
巻
三
三
二
、
西
域
伝
・
別
失
八
里
の
条
に
は
、
そ
の
王
統
を
述
べ
て

「
正
統
十
（
一
四
四
五
）
年
、
也
先
不
花
卒
、
也
密
力

虎
者
嗣
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
成
化
元
（
一
四
六
五
）
年
の
対
西
域
入
貢
制
限
の
提
議
を
述
べ
た
後
「
自
是
、
朝
貢
遂
稀
」
と
、
そ
の
記

明代のトゥルファーンについて

述
を
終
え
て
い
る
。
実
録
で
は
成
化
十

（
一
四
七
五
）
年
六
月
丁
酉
〔
四
五
五
〕
の
入
貢
記
録
が
最
後
で
、
以
降
、
別
失
八
里
・
亦
力

八
里
の
名
は
記
録
が
な
い
。

一
方
、
「
明
史
」
巻
三
二
九
、
土
魯
番
の
条
で
は
、
「
景
泰
三
（
一
四
五
二
）
年
、
其
酋
也
密
力
火
者
、
遂
借
稀

ほ
ぼ
同
時
期
に
亦
力
八
里
最
後
の
王
と
、
土
魯
番
で
初
め
て
王
を
称
し
た
二
人
の

「
也
密
力
火
者
」
何
百
ニ
穴

g
z
を
併

王
」
と
あ
り
、

載
し
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
二
言
も
費
し
て
い
な
い
。
し
か
る
に
、
こ
れ
は
同
一
人
物
に
相
違
な
く
、
ヴ
ア
イ
ス
汗
以
降
の
遊
牧
モ

グ

l
ル
勢
力
の
ト
ゥ
ル
フ
ァ

l
ン
占
拠
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
次
に
考
察
し
て
み
よ
う
。

「
明
史
」
は
亦
力
把
里
王
也
先
不
花
の
没
年
を
前
掲
の
如
く
、
正
統
十
年
の
こ
と
と
し
て
い
る
が
こ
れ
は
実
録
の
混
乱
に
由
来
す
る
誤

り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
実
録
・
正
統
十
年
十
二
月
甲
子
〔
一
一
二
三
〕
じ
「
亦
里
把
力
王
也
密
力
虎
者
」
と
し
て
入
貢
以
来
ず
っ
と
彼
が
亦

力
把
里
王
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
「
明
史
」
は
こ
の
正
統
十
年
を
以
っ
て
也
先
不
花
死
す
、

と
推
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
実
録
・
景
泰
三
年
十
二
月
己
丑
朔
竺
一
六
二
〕
に
は

15 

恰
密
忠
順
王
倒
瓦
答
失
里
・
頭
目
脱
脱
不
花
、
亦
力
把
里
地
面
也
先
ト
花
玉
井
妃
虎
都
速
日
了
頭
目
捨
刺
、
土
魯
番
地
面
也
密
力
虎
者

王
弁
妃
古
瓦
見
速
檀
等
・
頭
目
馬
麻
米
見
岨
等
、
察
力
失
地
面
也
密
力
虎
者
壬
嫌
打
刺
悶
等
・
頭
目
打
刺
札
見
的
（
中
略
）
等
、

百
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十
一
慮
地
面
頭
目
倶
遣
使
来
朝
貢
馬

な
る
報
道
が
存
在
す
る
。
こ
れ
が
先
掲
「
明
史
」
土
魯
番
の
条
の
景
泰
三
年
の
也
密
力
火
者
の
初
登
場
の
根
拠
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な

ぃ
。
問
題
は
、
也
先
不
花
が
依
然
と
し
て
亦
力
把
里
の
王
と
し
て
生
存
の
伝
え
ら
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。

吋
同
・
∞
∞

に
は
彼
エ
セ
ン
・
ブ

カ
の
死
を
∞
宗
戸
・
7
・
（
一
四
六
二
）
と
す
る
が
、
実
録
に
も
、
天
順
四
（
一
四
六

O
）
年
六
月
下
未
〔
三
九
二
ま
で
地
名
は
欠
く
が
也
先

不
花
王
の
存
在
は
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
景
泰
三
年
の
頃
は
確
実
に
モ
グ

i
ル
汗
と
し
て
在
住
し
て
い
た
こ
と
は
誤
り
な
い
。
実
は
、

也
密
力
火
者
を
土
魯
番
王
・
察
力
失
王
と
す
る
の
は
実
録
で
は
こ
の
一
条
の
み
で
、
以
後
に
は
景
泰
六
（
一
四
五
五
）
年
七
月
丁
亥

「「

一

七
一
〕
の

「
亦
力
把
里
也
昨
力
火
者
領
人
馬
、
来
劫
恰
密
」
の
如
く
、
ず
っ
と
亦
力
把
里
玉
と
し
て
記
録
し
続
け
て
い
る
。

そ
れ
で
は
実
録
に
亦
力
把
里
に
二
人
の
王
を
置
く
の
は
ど
の
よ
う
な
根
拠
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
叶
戸
に
は
モ
グ
l
ル
汗
エ
セ
ン
・

ブ
カ
の
領
土
の
東
端
を
ユ
ル
ド
ズ
と
す
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
ユ
ル
ド
ズ
の
地
の
語
源
で
も
あ
る
ユ
ル
ド
ズ
河
の
下
流
に

察
力
失
の

E
］
叫
与
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
録
の
伝
え
る
也
密
力
火
者
王
の
領
域
は
チ
ャ

l
リ
シ
を
西
端
と
し
て
エ
セ
ン
・
ブ
カ
の
そ
れ
と

相
接
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
更
に
以
前
明
に
よ
く
通
じ
て
い
た
亦
力
把
力
王
歪
思
王
の
領
域
中
に
察
力
失
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
位
、

そ
し
て
恐
ら
く
両
者
共
に
モ
グ

l
ル
と
い
う
同
一
集
団
に
属
す
る
と
い
う
知
識
等
か
ら
、
亦
力
把
力
（
モ
グ

l
リ
ス
タ
ー
ン
）

の
分
裂
を

王
と
認
め
た
に
に
違
い
な
か
ろ
う
。
そ
れ
故
、
景
泰
三
年
十
二
月
の
如
く
両
者
共
に
入
貢
の
あ
っ
た
場
合
に
は
、

考
慮
で
き
な
か
っ
た
明
側
が
、
こ
の
二
者
の
領
域
を
依
然
一
つ
の
勢
力
と
み
て
東
の
明
に
通
じ
易
か
っ
た
也
密
力
火
者
を
正
統
亦
里
把
里

h
hソ
古
く
正
統
二
年
口

明
の
認
め
た
也
先
不
花
を
亦
里
把
里
玉
と
な
し
、
既
に
十
余
回
の
入
貢
を
以
っ
て
亦
里
把
里
王
の
称
号
を
有
す
る
也
密
力
火
者
を
土
魯
番

察
力
失
の
王
と
し
て
、
区
別
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

叶
円
山
・
叶
∞
は
当
時
の
モ
グ

l
リ
ス
タ
ー
ン
で
は
汗
位
を
継
承
し
た
も
の
の
エ
セ
ン
・
ブ
カ
の
権
威
は
下
落
し
、
各
地
で
ア
ミ

i
ル
遠
の
割



拠
が
み
ら
れ
た
と
す
る
。
こ
の
時
、
也
先
不
花
と
な
ら
ん
で
亦
力
把
里
王
と
称
さ
れ
る
也
密
力
火
者
に
つ
い
て
は
ム
ス
リ
ム
側
史
料
に
は

相
当
す
る
人
物
が
み
ら
れ
な
い
。

明
側
に
そ
の
出
自
が
全
く
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
点
よ
り
エ
セ
ン
・
ブ
カ
汗
の
系
統
で
は
な
か
ろ
況
。
こ
こ
は
エ
リ
ア
ス
氏
の
言
う
独
立

的
な
地
方
の
長
の
一
人
と
し
て
む
く
の
が
穏
当
で
あ
ろ
一
九
o

出
自
の
結
論
は
出
な
い
ま
で
も
、
彼
、
也
密
力
火
者
の
領
域
と
系
統
は
検
討
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
実
録
に
彼
が
初
め
て
登
場
す

る
の
は
実
は
、
亦
力
把
里
王
と
な
る
以
前
、
正
統
十
年
五
月
丙
子
〔
三

O
六
〕
の
条
で
そ
の
際
に
は

「
三
箇
城
等
慮
十
五
部
也
密
火
者
王
」

明代のトゥルファ ンについで

と
な
っ
て
い
る
。
同
条
で

「
三
箇
城
」
へ
沙
州
衛
の
都
督
を
使
者
に
し
て
下
賜
す
る
こ
と
が
み
え
て
わ
り
、
後
の
天
順
四
年
九
月
辛
卯
〔
三

「
恰
密
井
三
箇
城
・
土
魯
番
」
が
あ
り
、
地
点
は
決
め
難
い
が
、
東
部
天
山
周
辺
に
あ
っ
た
と
考

九
三
〕
の
条
に
も
遣
往
の
記
録
と
し
て

え
ら
れ
泊
。
そ
う
す
る
と
、
今
ま
で
掲
げ
た
記
録
を
総
合
し
て
、
三
箇
城
・
土
魯
番
・
察
力
失
を
含
む
亦
里
把
里
モ
グ

i
リ
ス
タ
ー
ン
東

部
が
そ
の
領
域
と
し
て
画
か
れ
よ
う
。
そ
の
西
は
エ
セ
ン
・
プ
カ
領
に
接
し
、
東
は
、
略
奪
に
人
馬
が
行
け
る
距
離
で
恰
密
に
接
し
て
い

た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

す
る
と
、
こ
の
領
域
、
特
に
亦
力
把
里
を
含
む
以
上
遊
牧
勢
力
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
又
、
彼
自
身
の
名
前
も
含
め
て
、
実
録
に

伝
わ
る
一
族
、
頭
目
使
臣
等
の
漢
字
表
記
の
名
は
、
以
前
の
土
魯
番
の
使
臣
ら
の
そ
れ
と
違
っ
て
、

ほ
と
ん
ど
が
ム
ス
リ
ム
名
と
し
て
推

定
で
き
る
こ
と
か
ら
、
イ
ス
ラ
ム
系
で
あ
っ
た
と
し
て
誤
り
な
か
ろ
う
。
こ
の
遊
牧
イ
ス
ラ
ム
勢
力
と
し
て
の
也
密
力
火
者
は
実
録
・
天

順
三
年
四
月
下
巳

〔
三
八
五
）
を
最
後
と
し
て
明
史
料
か
ら
姿
を
消
す
が
、
そ
の
顛
末
は
全
く
知
る
術
が
な
い
。

17 

）

「

1

ゅ
…
一
陥
円
千
人
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「
明
史
」
土
魯
番
の
条
で
は
、
続
い
て

「
成
化
五
（
一
四
六
九
）
年
、
其
酋
阿
力
自
称
速
壇
」
と
し
て
、
速
壇
阿
力
∞
ロ
－

g
コ
メ
｝
円
の

名
を
掲
げ
る
。
彼
は
後
に
東
進
し
て
土
魯
番
と
称
さ
れ
る
勢
力
で
初
め
て
明
の
恰
密
を
占
領
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
出
自
は
全

く
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
阿
力
を
新
た
に
モ
グ
｜
ル
汗
と
な
っ
た
ユ

l
ヌ
ス
に
比
定
す
る
見
解
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
検
討
の
余
地

（日）

が
十
分
あ
る
。

阿
力

l
ユ
l
ヌ
ス
説
は
二
点
、
す
な
わ
ち
前
掲
「
明
史
」
の
後
段
で

「
成
化
十
四
（
一
四
七
八
）
年
、
阿
力
死
、
其
子
阿
黒
麻
嗣
為
速

壇
」
と
す
る
こ
と
と
、
阿
力
の
活
躍
期
が
ユ

l
ヌ
ス
の
在
位
期
間
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
そ
の
根
拠
に
し
て
い
る
。
第
一
点
「
明
史
」
成
化

十
四
年
の
記
事
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
が
実
録
に
拠
っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
成
化
十
四
年
頃
そ
れ
に
類
す
る
記
事
が
な
い
点

よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
多
分
、
弘
治
十
六
年
私
撰
の

ろ
沼
o

少
し
時
代
は
降
る
が
万
暦
二
年
編
の

「
平
番
始
末
」
及
び

「
血
（
復
恰
密
国
王
記
」
の
辺
軍
の
伝
聞
か
ら
採
っ
た
も
の
で
あ

「
殊
域
周
次
口
録
」
巻
十
三
に
は
、
阿
黒
麻
は
阿
力
の
弟
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
明
史
」
が
前
者

で
は
正
徳
三
年
六
月
庚
寅
〔
五
九
五

1
六
〕
は
阿
力
の
弟
速
檀
阿
黒
麻
、
正
徳
九
年
五
月
己
丑

〔
六
二
二
〕
に
は
阿
力
の
子
速
檀
阿
黒
麻

の
説
を
採
用
し
た
の
は

「
殊
域
周
杏
録
」
以
外
の
明
代
の
編
著
が
す
べ
て
前
説
を
踏
襲
し
て
い
る
と
い
う
理
由
だ
け
の
様
で
あ
る
。
実
録

と
も
す
る
が
、
最
も
阿
力
の
活
躍
時
期
に
近
い
成
化
二
三
年
五
月
丙
寅
〔
四
九
四
J
五
〕
の
条
に
「
羽
奴
思
王
子
鎮
檀
阿
麻
王
」
と
全
く

異
な
る
出
自
が
示
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
掲
げ
た
記
事
の
羽
奴
思
王
が
、
音
韻
上
ユ

l
ヌ
ス
汗
を
示
す
こ
と
は
疑
い
な
い
。
す
る
と
ユ

l

ヌ
ス
の
子
阿
黒
麻
〉
ゲ
ヨ
立
と
す
る
正
確
な
記
録
も
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
「
明
史
」
の
阿
力
の
子
阿
黒
麻
の
記
事
は
根
拠
の
薄
い
も
の

で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

次
に
第
二
点
、
阿
力
の
活
躍
期
と
ユ
l
ヌ
ス
在
位
の
時
期
は
果
し
て
一
致
す
る
の
か
否
か
。
阿
力
が
実
録
に
初
め
て
登
場
す
る
の
は
、

天
順
八
（
一
四
六
四
）
年
九
月
発
酉
（
四
一
四
〕
の
条
で
、
こ
の
時
は
具
体
的
な
地
域
名
と
は
結
び
つ
い
て
わ
ら
ず
「
鎖
魯
檀
阿
カ
王
」
と



の
み
記
さ
れ
て
い
る
。
土
魯
番
玉
と
称
さ
れ
る
の
は
成
化
五
年
十
月
己
卯
〔
四
一
二

O
〕
の
記
録
か
ら
で
、
こ
れ
が
先
の

「
明
史
」

の
根
拠

で
あ
ろ
う
。
後
、
成
化
九
年
の
暗
密
占
領
を
最
大
の
事
跡
と
し
、
成
化
十
五
年
九
月
甲
子
〔
四
六
九
〕
に
そ
の
死
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

一
方
吋

m・
8
1
2に
ユ

l
ヌ
ス
の
事
跡
を
み
る
と
、

エ
セ
ン
・
ブ
カ
の
子
ド
ス
ト
・
ム
ハ
ン
マ
ッ
ド
ロ
。
己
窓
口
｝
g
g
E
m丘
の
没
後
モ
グ
l

ル
汗
と
し
て
ア
ク
ス
〉

ρ
2
に
入
っ
た
が
、
弓
ω戸
シ
・
（
一
四
七
二
）
年
以
前
は
二
年
間
カ
ル
マ

l
ク
に
追
わ
れ
て
西
方
ト
ル
キ
ス
タ
ー
ン

方
面
に
移
っ
た
と
さ
れ
、
（
こ
れ
は
成
化
八
・
九
年
に
当
る
。
阿
力
が
土
魯
番
王
と
な
っ
た
時
期
．
に
両
者
の
活
躍
地
域
は
重
複
し
得
な
い
。
）

又
当
時
、

ト
ウ
ル
フ
ァ

l
ン
に
は
ド
ス
ト
・
ム
ハ
ン
マ
ッ
ド
の
子
ケ
ベ
ッ
ク
・
ス
ル
タ
l
ン
穴
与
巾
T

∞
己
目
コ
が
居
り
（
叶
戸
田
）
、
ケ
ベ

明代のトゥルファーンについて

ツ
ク
が
殺
さ
れ
る
前
に
、
そ
こ
に
入
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
実
録
・
成
化
十
五
年
九
月
甲
子
〔
四
六
九
J
七
O
〕
に

速
檀
阿
力
己
死
、
而
克
伯
速
檀
又
欲
占
捺
其
地
。
火
者
亦
速
・
牙
蘭
等
尚
相
仇
殺
。

と
あ
り
、
こ
の
「
克
伯
速
檀
」
は
、
彼
ケ
ベ
ッ
ク
を
示
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。

そ
う
す
る
と
、
も
し
ケ
ベ
ッ
ク
の
時
殺
後
に
ユ

l
ヌ
ス
が

ト
ウ
ル
フ
ァ

l
ン
に
入
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
時
期
は
阿
力
の
死
後
で
あ
る
か
ら
彼
が
成
化
九
年
頃
に
土
魯
番
王
と
称
せ

ら
れ
る
可
能
性
は
全
く
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
で
阿
力
H
H
ユ
l
ヌ
ス
説
の
二
つ
の
根
拠
は
な
く
な
っ
た
と
考
え
る
が
、
積
極
的
な
反
論
の
為
の
材
料
も
あ
る
。
前
出
の
羽
奴
思
玉

に
つ
い
て
は
三
度
の
入
貢
記
録
が
実
録
に
あ
る
。
彼
の
初
出
は
、
実
に
阿
力
の
死
の
確
認
さ
れ
た
成
化
十
五
年
よ
り
遅
れ
る
こ
と
三
年
の

成
化
十
八
年
二
月
辛
亥
〔
四
七
五
〕
の
「
険
西
阿
迷
等
成
羽
奴
思
王
」
で
あ
る
。
成
化
二

O
年
四
月
壬
成
〔
脱
〕

の
条
に
は

「
火
失
阿
見

19 

等
成
羽
奴
思
王
」
と
あ
る
。
火
失
阿
見
は
カ
シ
ユ
ガ
ル
で
問
題
は
な
い
が
、
「
隣
西
阿
迷
」
と
は
何
処
か
。
陳
西
は
通
西
の
、
阿
迷
は
阿
速

の
誤
記
で
あ
る
と
思
沼
o

阿
速
も
、
阿
蘭
と
同
義
の
〉
。

2H
で
は
な
く
、
モ
グ

l
ル
汗
の
首
都
と
も
言
え
る
ア
ク
ス
を
示
し
て
い
る
と
考

ア
ク
ス
を
阿
速
の
類
の
字
で
表
現
す
る
の
は
辺
政
考
、
巻
八
の
「
阿
速
城
」
、
元
代
の
海
都
の
攻
撃
を
う
け
た
「
阿
思
」
の
例

え
ら
れ
る
。
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が
あ
話
。
又
、
高
昌
館
来
文
中
に
「
阿
速
」
の

「
阿
把
把
吉
見
」

の
遣
使
が
み
ら
れ
認
。
彼
は
音
韻
上
の
み
の
理
由
で
は
あ
る
が
ア
フ
マ

ド
汗
の
没
後
、

ア
ク
ス
を
領
有
し
た
ミ
ル
ザ
・
ア
パ

l
・
パ
ク
ル

ζ
t
N伊
〉
ゲ
何
回
日
｝

Q

に
比
定
で
き
、
こ
こ
で
も
阿
速

l
ア
ク
ス
が
認

め
ら
れ
よ
う
。
す
る
と
、
成
化
末
に
於
い
て
も
ユ

l
ヌ
ス
は
、

ア
ク
ス
・
カ
シ
ユ
ガ
ル
王
と
称
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

更
に
、
阿
力
の
親
族
関
係
が
、
叶
戸
に
み
る
限
り
ユ
｜
ヌ
ス
の
そ
れ
と
合
致
し
な
い
点
も
同
一
人
物
説
を
支
持
し
な
い
。

以
上
、
阿
力
が
ユ

l
ヌ
ス
で
あ
り
得
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
次
に
問
題
と
す
べ
き
は
、

ユ
l
ヌ
ス
以
外
に
誰
か
、
阿
力
に
相
当

す
る
人
物
が
西
方
史
料
に
残
っ
て
い
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

ア
フ
マ
ド
汗
に
先
行
し
て
ト
ゥ
ル
フ
ァ

l
ン
占
拠
を
な
し
た
点
か
ら
、

（げ）

ケ
ベ
ッ
ク
・
ス
ル
タ

l
ン
を
想
定
す
る
説
も
あ
る
。
し
か
し
、

前
掲
実
録
に
み
る
限
り
、

（
克
伯
）
は
阿
力
と
別
人
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
し
、

4
J
H
f
g
（注

8
参
照
）
に
は
彼
の
父
は
二

ケ
ベ
ッ
ク

四
才
で
死
ん
だ
と
す
る
か
ら
東
走
時
に
は
多
分
幼
児
の
筈
で
あ
り
、
同
意
し
難
い
。
単
に
名
称
の
一
致
か
ら
で
あ
る
が
、

叶
門
戸
・
の
ス
ル
タ

－
ン
・
ア
リ

l
・
ジ
ャ
ラ

1
ス
∞
己
芯
コ
メ
］
『
」
何
百
割
印
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

、「
H
N

・
口
同
に
は
彼
は
エ
セ
ン
・
ブ
カ
か
ら
離
れ
て
独
立
し
て

行
動
し
て
お
り
、
後
に
ア
フ
マ
ド
汗
に
殺
さ
れ
た
と
伝
え
る
の
み
で
あ
る
。
が
、
彼
が
そ
の
名
前
通
り
ジ
ャ
ラ

1
ス
族
を
率
い
て
い
た
と

す
れ
ば
、
こ
の
集
団
は
カ
ル
マ
ー
ク
に
走
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
（
叶
対
・

3
1
東
北
部
に
移
っ
て
行
動
し
て
い
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

、
円
門
戸
・
で
は
彼
と
、
東
走
し
て
ト
ウ
ル
フ
ァ

l
ン
入
り
を
し
た
ケ
ベ
ッ
ク
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
一
言
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

ー
「
内
ノ
’
レ］
 

フ
ァ

i
ン
に
走
っ
た
当
時
は
幼
児
で
あ
っ
た
ケ
ベ
ッ
ク
を
擁
立
し
た
勢
力
の
一
つ
と
し
て
、

明
史
料
の
士
魯
番
玉
阿
力
を
加
え
て
も
よ
い
で

あ
ろ
う
。
先
掲
実
録
・
成
化
十
五
年
九
月
甲
子
〔
四
六
九
J
七
O
〕

の
阿
力
の
死
後
も
、

ト
ウ
ル
フ
ァ

l
ン
に
居
っ
た
克
伯
速
檀
は
、
頼

る
べ
き
土
魯
番
勢
力
の
阿
力
を
失
っ
た
姿
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
実
録
に
三
、
四
年
の
記
録
の
空
白
の
後
に
、
突
然
阿
力
の
死
が
伝
え
ら

れ
る
の
は
、

ゴμ
・
に
言
う
ア
フ
マ
ド
と
の
戦
い
で
の
戦
死
で
あ
ろ
う
。
明
史
料
に
は
残
ら
ぬ
が
、
第
一
次
の
阿
黒
麻
の
東
進
察
力
失
付
近



で
の
戦
斗
が
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
針
。

詳
細
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
な
が
ら
、
阿
力
は
事
跡
及
び
速
魯
檀
（
ス
ル
タ

i
ン）

の
称
号
等
か
ら
イ
ス
ラ
ム
的
遊
牧
勢
力
で
あ
り
、

モ
グ

l
ル
汗
の
ユ

l
ヌ
ス
と
は
ケ
ベ
ッ
ク
・
ス
ル
タ
l
ン
を
介
し
て
、
む
し
ろ
敵
対
勢
力
で
あ
っ
た
と
し
て
大
過
な
い
と
考
え
る
。

川
川
正
也
思

さ
て

「
明
史
」
等
で
は
阿
力
の
後
、
土
魯
番
に
拠
っ
た
の
が
阿
黒
麻
の
如
く
に
記
し
て
い
る
が
、
実
は
こ
れ
も
正
し
く
な
い
。
実
録
に

明代のトゥルファーンについて

「
正
隆
各
」
と
成
化
十
七
年
十
一
月
庚
盲
目
〔
四
七
回
〕
初
出
の

「
速
魯
檀
克
也
思
王
」
が
み

は
成
化
十
六
年
十
一
月
戊
成
〔
四
七
一
〕

の

え
る
。
前
者
は
、

一
度
き
り
で
、
「
王
」
た
る
か
否
か
も
定
か
で
な
い
。
冗
也
思
王
の
方
は
成
化
二
三
年
十
一
月
甲
子
〔
五

O
O〕
ま
で
名

称
が
み
え
る
0

1

「
戸
田
に
は
、

ト
ゥ
ル
フ
ア
｜
ン
に
居
っ
た
ケ
ベ
ッ
ク
・
ス
ル
タ
l
ン
は
部
下
の
裏
切
り
に
あ
っ
て
殺
さ
れ
、
そ
の
首
は

∞
吋

2
・r・
（
一
四
七
二

l
二
一
）
年
以
降
三
た
び
モ
グ

i
リ
ス
タ
ー
ン
に
も
ど
っ
て
い
た
ユ

l
ヌ
ス
の
も
と
へ
送
ら
れ
た
と
し
、

又、

ユ
l
ヌ

ス
汗
は
こ
の
行
為
を
怒
っ
て
暗
殺
者
達
へ
の
報
復
を
命
じ
た
と
伝
え
て
い
る
。
阿
力
の
死
後
ケ
ベ
ッ
ク
の
暗
殺
を
伝
え
た
も
の
で
あ
り
、

明
史
料
の
ス
ル
タ

l
ン
克
也
思
王
と
は
そ
の
暗
殺
者
遣
に
属
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
実
録
に
は
同
年
五
月
丙
寅
〔
四
九
四
）
に
「
羽

奴
思
王
子
阿
麻
玉
、
復
侵
奪
察
力
失
等
四
城
」
と
あ
り
、
再
び
東
進
し
て
く
る
ア
フ
マ
ド
汗
の
動
向
を
知
り
得
る
。
奪
っ
た
相
手
は
多
分
、

こ
の
ス
ル
タ
l
ン
克
也
思
王
で
あ
ろ
う
。
阿
力
没
後
の
成
化
十
八
年
四
月
、
恰
密
の
旧
勢
力
が
恰
密
城
の
回
復
に
成
功
す
る
の
も
、
東
西

か
ら
挟
撃
に
あ
っ
て
い
た
土
魯
番
の
弱
化
し
た
姿
と
も
み
ら
れ
る
。
彼
、
正
也
思
王
は
、
叶
ロ
・
に
は
何
の
記
録
も
な
く
、

明
史
料
に
よ
っ

て
も
出
自
等
一
切
不
明
で
あ
る
が
、
速
檀
の
称
号
よ
り
、
イ
ス
ラ
ム
系
の
勢
力
で
あ
っ
た
点
は
明
ら
か
で
あ
る
。
、
叶
門
戸
に
伝
え
る
ア
フ
マ

21 

ド
の
事
跡
に
ト
ゥ
ル
フ
ァ

l
ン
・
恰
密
占
拠
等
が
み
ら
れ
な
い
の
は
、
こ
の
地
域
に
拠
っ
た
勢
力
が
、
汗
か
ら
独
立
し
た
モ
グ
｜
ル
の
一
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支
や
カ
ル
マ

i
ク
及
び
そ
れ
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
勢
力
の
故
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、

ア
フ
マ
ド
の
反
モ
グ

l
ル
汗
勢
力
や
カ
ル
マ

ー
ク
討
伐
の
記
録
の
内
に
含
ま
れ
て
い
る
と
解
釈
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
に
み
た
、

ト
ゥ
ル
フ
ァ

l
ン
に
拠
っ
た
也
密
カ
火
者
・
阿
カ
・
冗
也
思
の
う
ち
特
に
前
二
者
は
、
イ
ス
ラ
ム
的
な
遊
牧
勢
力
で
あ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
皆
、

モ
グ

l
ル
汗
と
結
び
つ
い
た
も
の
で
は
な
く
、
独
立
に
、
あ
る
い
は
汗
に
対
抗
し

て
東
方
拓
境
を
行
っ
た
モ
グ

l
ル
の
一
支
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
東
進
平
定
す
る
こ
と
で
ア
フ
マ
ド
汗
以
降
の
チ
ャ
ガ
タ
イ
系
勢
力
の
ト
ウ

ル
フ
ァ

l
ン
占
拠
が
行
わ
れ
た
と
小
括
で
き
よ
う
。

三
、
チ
ャ
ガ
タ
イ
系
土
魯
番

(1) 

阿
黒
麻
・
満
速
見

阿
黒
麻
と
明
史
料
に
記
さ
れ
る
彼
ア
フ
マ
ド
こ
そ
モ
グ

l
ル
汗
と
し
て
ト
ゥ
ル
フ
ァ

l
ン
を
領
有
確
保
し
た
事
跡
の
確
実
な
人
物
で
あ

る
。
遊
牧
的
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
点
は
以
前
の
諸
勢
力
と
同
じ
な
が
ら
、
こ
こ
に
ト
ウ
ル
フ
ァ

l
ン
は
ヴ
ア
イ
ス
汗
以
後
久
し
く
し
て
再
び

チ
ャ
ガ
タ
イ
末
育
を
戴
く
モ
グ

l
リ
ス
タ
ン
汗
国
の
領
域
に
組
み
こ
ま
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
明
側
か
ら
み
た
ア
フ
マ
ド
は
あ
た
か

も
ト
ウ
ル
フ
ァ

l
ン
に
そ
の
本
拠
を
置
い
た
か
の
如
く
で
あ
る
が
、
勿
論
こ
れ
は
正
し
く
な
い
。

父
ユ

i
ヌ
ス
汗
の
モ
グ

1
リ
ス
タ
ー
ン
在

住
中
の
彼
ア
フ
マ
ド
の
動
向
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
父
が
西
方
タ
シ
ケ
ン
ト
方
面
に
去
っ
た
一
四
八
五
年
以
降
、
父
と
は
離
れ
て
東
帰

し
、
モ
グ

l
リ
ス
タ
ー
ン
に
独
立
的
な
勢
力
の
確
立
を
行
い
始
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
モ
グ

i
リ
ス
タ
ー
ン
に
於
け
る
自
己
の
地

位
の
強
化
に
一

0
年
間
奔
走
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
（
叶
戸
口
C

N

H

）
、
こ
れ
は
正
し
く
成
化
二
三
年
の
察
力
失
侵
入
よ
り
、

ハ
ミ
侵
攻
の

絶
え
る
弘
治
九
年
ま
で
に
相
当
す
る
。



彼
は
モ
グ

1
リ
ス
タ
ー
ン
で
の
勢
力
確
立
後
、

タ
リ
ム
盆
地
西
南
部
の
オ
ア
シ
ス
地
帯
に
盤
躍
し
て
い
た
ド
グ
ラ
卜
の
ア
パ
l
・
パ
ク

ル
に
鉾
先
を
む
け
た
よ
う
で
あ
る
（
叶
戸
口
品
）
。
そ
の
結
着
を
み
ぬ
ま
ま
、
新
た
に
西
方
マ
ヴ
ア
ラ
ア
ン
ナ
フ
ル
に
南
下
し
て
き
た
ウ
ズ
ベ

ク
に
苦
し
む
兄
マ
フ
ム

i
ド

F
r
B
Eの
救
援
に
赴
く
の
だ
が
、
結
局
こ
れ
に
敗
れ
て
ア
ク
ス
に
引
退
し
病
没
す
る
。

S
F－
r・
（
一
五

O

一一一

1
四
）
年
の
こ
と
と
伝
わ
っ
て
い
る
（
1

門
戸
店
ω）。

彼
は
ア
ク
ス
を
本
拠
と
し
た
モ
グ

l
ル
汗
で
あ
り
、
滞
留
は
し
で
も
決
し
て
ト
ゥ
ル
フ
ァ

l
ン
を
本
拠
と
し
た
勢
力
で
は
な
か
っ
た
。

彼
の
遺
領
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
は

「
キ
タ

l
イ
の
端
か
ら
カ
シ
ユ
ガ
ル
の
境
界
に
至
る
ト
ゥ
ル
フ
ァ

i
ン
・
チ
ャ

l
リ
シ
・
ク
チ

明代のトゥルファーンについて

ヤ
日
ハ

5
E
・
ア
ク
ス
・
ウ
シ
ュ
ロ
与
の
諸
地
域
」
で
あ
っ
た
（
斗
同
・

5
N）
。
ト
ウ
ル
フ
ァ

l
ン
は
そ
の
東
端
の
一
拠
点
に
し
か
す
、
ぎ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

彼
の
こ
の
遺
領
を
継
承
し
て
汗
位
に
即
い
た
の
が
長
子
ス
ル
タ

l
ン
・
マ
ン
ス

l
ル
∞
己

g
コ
冨

g
∞号

で
あ
る
。
彼
の
即
位
の
際
、

兄
弟
聞
の
汗
位
継
承
戦
争
が
お
こ
っ
て
い
る
が
、
明
側
に
も
事
情
は
ほ
ぼ
正
確
に
伝
わ
っ
て
お
り
、
「
明
史
」
は
諸
史
料
の
記
述
を
、
「
弘
治

十
七
（
一
五

O
四
）
年
、
阿
黒
麻
死
、
諸
子
争
立
相
仇
殺
、
己
而
長
子
満
速
見
嗣
為
速
壇
」
と
纏
め
て
い
る
。

彼
マ
ン
ス

l
ル
は
モ
グ

l
ル
汗
位
は
得
た
も
の
の
極
め
て
困
難
な
立
場
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
西
北
方
に
は
父
を
敗
り
、
伯
父
マ
フ

ム
ー
ド
汗
の
旧
領
に
勢
力
を
確
立
し
た
ウ
ズ
ベ
ク
と
新
興
カ
ザ

l
ク
や
キ
ル
ギ
ス
の
独
立
が
み
ら
れ
、
西
南
方
に
は
祖
父
ユ

l
ヌ
ス
以
来

の
宿
敵
ミ
ル
、
ザ
・
ア
パ

l
・
パ
ク
ル
の
勢
力
が
存
在
し
て
い
た
。
父
の
討
伐
に
よ
っ
て
拓
か
れ
て
い
た
東
方
カ
ル
マ

i
ク
方
面
の
み
が
、

残
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
前
者
西
方
の
天
山
南
北
両
麓
に
せ
ま
る
二
つ
の
勢
力
に
対
し
て
マ
ン
ス

l
ル
は
常
に
守
勢
で
あ
り
、
そ
の

圧
力
は
彼
に
本
拠
地
の
東
遷
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
様
な
背
景
の
下
の
マ
ン
ス

l
ル
こ
そ
ト
ゥ
ル
フ
ァ

l
ン
に
居
し
、
そ

こ
を
自
ら
の
本
拠
地
と
し
た
最
初
の
モ
グ

l
ル
汗
で
あ
っ
た
。

23 
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マ
ン
ス

l
ル
の
東
遷
の
時
期
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
彼
が
即
住
の
当
初
は
ア
ク
ス
に
本
拠
を
置
い
て
い
た
点
は
吋
戸
ロ
ω
に
明

で
は
、

確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
の
即
位
後
、
間
も
な
く
父
ア
フ
マ
ド
以
来
の
権
臣
ジ
ャ
パ
ー
ル
・
ベ
ル
デ
ィ

F
百

円

切

2
eの
手

引
き
に
よ
っ
て
ミ
ル
ザ
・
ア
パ

l
・
パ
ク
ル
が
ア
ク
ス
を
占
領
し
て
い
る
。
そ
れ
以
後
、
彼
の
ア
ク
ス
奪
還
は
伝
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、

パ
l
・
パ
ク
ル
を
減
し
て
カ
J

ン
ユ
ガ
ル
汗
国
を
た
て
た
サ
イ
l
ド
∞
叱
正
が
そ
の
地
を
継
承
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
叶
戸
口
少

ωお
）
。

」
れ
ら
か
ら
、

マ
ン
ス

l
ル
は
歴
代
モ
グ

l
ル
汗
の
タ
リ
ム
盆
地
内
の
本
拠
地
ア
ク
ス
を
、
即
位
（
一
五

O
四
年
）
ま
も
な
い
時
期
に
、

失
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
又
、

ア
ク
ス
の
東
隣
の
ク
チ
ヤ

（
ク
サ
l
ン
穴

5
同
コ
）
も
一
五
一
四
年
に
は
マ
ン
ス

l
ル
か
ら
分
離
し
た
弟

パ
パ
ジ
ユ
ク
・
ス
ル
タ
l
ン
∞
伊
ゲ
と
ロ
ρ

∞
己
日
ロ
の
領
地
と
な
っ
て
お
り

（
叶
戸
店
。
）
、
更
に
東
隣
り
の
チ
ャ
リ

i
シ
以
東
の
み
が
マ
ン

ス
l
ル
の
手
に
残
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
天
山
山
脈
を
隔
て
た
モ
グ
l
リ
ス
タ
ー
ン
の
遊
牧
本
地
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
も
ま
ず
、
ミ
ル
ザ
・
ア
パ

l
・パ

ク
ル
の
北
進
、
が
あ
り
、
U
E
P－

F
（
一
五

O
八
l
九
）
年
頃
（
叶
戸
∞
∞
）
よ
り
、

す
べ
て
の
モ
グ

l
ル
は
チ
ャ

l
リ
シ
・
ト
ゥ
ル
フ
ァ

i
ン

に
脱
出
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

（
叶
戸

ω
E
N
C
）
。
又
、
巴

E
－

F
（
一
五
一

O
）
年
頃
よ
り
は
、
キ
ル
ギ
ス
の
独
立
が
モ
グ

l
リ
ス
タ

－
ン
で
顕
著
と
な
り
、

モ
グ

l
ル
達
を
駆
逐
し
た
ら
し
い

（吋
H
N
・ω弓
）
。
同
じ
時
期
の
正
徳
八
（
一
五
一
三
）
年
の
報
道
と
し
て
「
適
西

（却）

紅
帽
児
夷
虜
」
「
五
、
六
高
」
が
土
魯
番
の
背
後
に
あ
る
と
伝
わ
っ
て
い
る
。
紅
帽
見
夷
虜
は
キ
ジ
ル
・
パ
シ
の
意
訳
で
あ
り
、
マ
ヴ
ア
ラ

（幻）

ア
ン
ナ
フ
ル
に
侵
入
し
た
サ
フ
ァ

l
ピ
ィ
朝
ベ
ル
シ
ャ
軍
に
相
違
な
い
。
イ
ス
マ

l
イ
ル

F
B伺
己
率
い
る
彼
ら
が
モ
グ

l
リ
ス
タ
ー
ン

に
ま
で
来
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
ウ
ズ
ベ
ク
・
カ
ザ
l
ク
の
東
進
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
一
つ
に
は
考
え
ら
れ
よ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、

一
五
一

0
年
代
に
は
、

モ
グ

l
リ
ス
タ
ー
ン
の
遊
牧
本
拠
も
、
彼
マ
ン
ス

l
ル
の
手
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
と
み
て
大
過
な
い
。
こ
の
地
を

奪
還
す
る
動
き
は
後
に
も
っ
ぱ
ら
カ
シ
ユ
ガ
ル
汗
系
モ
グ
l
ル
の
手
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
モ
グ

l
リ
ス
タ
ー
ン
の
放
棄 ア



lま

マ
ン
ス

l
ル
が
、
も
は
や
モ
グ

i
ル
汗
と
し
て
の
内
実
を
失
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
む
し
ろ
、

ト
ウ
ル
フ
ァ

l
ン
汗
と
称
す

ベ
き
存
在
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
結
果
し
た
。

マ
ン
ス
｜
ル
の
明
と
の
接
触
は
キ
タ

l
イ
へ
の
聖
戦
と
い
う
形
で
叶
戸
に
は
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
。

N
E－
Y
・
（
一
五
一
五
）
年
以
降
二
十

年
間
の
う
ち
数
度
行
な
わ
れ
、
常
に

5
2田口円（
2
0
5
2
0
5）
で
帰
還
し
た
と
し
て
い
る
（
叶

F
H
N叶
可
甘
粛
辺
境
に
登
場
す
る
マ
ン
ス

i

ル
の
動
向
は
か
え
っ
て
明
史
料
に
詳
ら
か
で
あ
る
。
が
、

明
と
の
恰
密
・
嘉
略
関
等
を
め
ぐ
る
抗
争
の
経
緯
は
別
の
機
会
に
譲
っ
て
、
こ

こ
で
は
チ
ャ
ガ
タ
イ
系
モ
グ

1
ル
勢
力
の
東
遷
と
い
う
側
面
の
み
に
つ
い
て
若
干
の
言
及
を
加
え
る
こ
と
に
し
て
お
く
。

明代のトゥルファーンについて

ま
ず
ア
フ
マ
ド
の
東
進
は
弘
治
元
年
の
恰
密
占
領
か
ら
、
同
九
年
ま
で
の
約
十
年
間

ι旦
り
、
そ
の
範
囲
も
ほ
ぼ
恰
密
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
が

マ
ン
ス
｜
ル
の
そ
れ
は
正
徳
八
年
よ
り
嘉
靖
七
年
に
至
る
十
七
、
八
年
間
、
恰
密
を
拠
点
と
し
て
明
の
西
北
諸
衛
は
も
ち
ろ

ん
甘
粛
の
諸
川
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

第
一
の
時
期
、

ア
フ
マ
ド
は
恰
密
の
占
拠
を
二
度
行
っ
て
い
る
。
最
初
の
占
領
に
つ
い
て
は
材
料
が
乏
し
く
、
叛
徒
討
伐
の
延
長
と
い

う
程
度
の
推
察
し
か
で
き
な
い
。
二
度
目
の
恰
密
占
拠
は
、
恰
密
の
王
統
が
チ
ャ
ガ
タ
イ
系
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
傍
系
の
ウ
ィ
グ
ル
貴
族
に
移

（詑）

っ
た
こ
と
に
反
対
す
る
の
を
口
実
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
複
雑
な
民
族
構
成
を
有
す
る
恰
密
内
部
の
抗
争
対
立
に
介
入
し
て
そ
の
地
の
併

呑
を
図
ら
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
根
底
的
な
目
的
は
、

や
は
り
明
の
西
方
に
聞
か
れ
た
唯
一
の
窓
口
で
あ
る
恰
密
を
握

る
こ
と
に
よ
っ
て
東
西
交
易
上
の
経
済
的
利
益
を
得
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
従
来
明
に
よ
っ
て
封
ぜ
ら
れ
た

恰
密
王
家
が
行
っ
て
い
た
西
域
賞
使
の
入
朝
事
務
の
一
周
が
わ
り
を
乞
う
た
言
葉
に
そ
の
真
意
を
求
め
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
故
、

ア
フ
マ
ド
の
恰
密
占
拠
も
入
貢
制
限
等
の
処
置
で
も
っ
て
明
が
対
抗
す
れ
ば
、
恰
密
の
返
還
を
二
度
も
実
行
す
る
程
、
対
明

25 

交
易
の
比
重
の
高
い
行
為
で
あ
っ
た
。
逆
に
ア
フ
マ
ド
の
領
域
等
か
ら
大
勢
を
み
れ
ば
、
恰
密
を
占
領
地
と
し
て
取
引
き
材
料
に
で
き
る
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程
余
裕
も
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
正
徳
九
（
一
五
一
四
）
年
の
マ
ン
ス

l
ル
の
恰
密
占
領
は
、
前
述
の
強
い
ら
れ
た
東
遷
の
結
果
と
し
て
の
行
為
で
あ
り
、
領

（剖）

域
と
し
て
の
恰
密
の
地
位
が
上
昇
し
て
い
た
と
見
て
よ
い
。
そ
れ
故
、

つ
い
に
恰
密
は
返
還
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
同
時
に
、

の
対
抗
策
で
あ
る
入
貢
制
限
を
撤
廃
さ
せ
る
為
の
武
力
侵
入
は
恰
密
占
拠
を
前
提
と
し
た
政
策
の
知
く
で
あ
る
。

明
が
本
土
防
衛
力
の
低
下
か
ら
恰
密
を
含
む
西
北
諸
衛
維
持
の
意
図
を
放
棄
し
、
規
定
を
破
り
無
制
限
な
朝
貢
貿
易
を
許
す
、

つ
ま
り

本
土
の
貿
易
関
門
嘉
略
関
の
壁
を
実
質
的
に
突
破
す
る
ま
で
、

マ
ン
ス

l
ル
率
い
る
土
魯
番
の
東
進
攻
撃
は
続
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

今
一
つ
、
イ
ス
ラ
ム
教
東
漸
の
最
先
端
と
い
う
側
面
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
断
片
的
な
史
実
の
他
に
は
明
の
領
域
へ
の
イ
ス
ラ
ム
化
の

働
き
か
け
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
モ
グ

l
ル
内
部
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
占
領
地
は
と
も
か
く
、
聖
戦
の
対
象
地
河
西
諸
州
に

お
い
て
は
マ
ン
ス

i
ル
の
時
期
に
は
、

さ
ほ
ど
深
い
影
響
は
与
え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

倒
遊
牧
ム
ス
リ
ム
と
し
て
の
土
魯
番

明
初
の
一
時
期
を
除
い
て
、
土
魯
番
と
、
明
史
料
の
記
す
勢
力
が
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ

l
ン
を
領
有
す
る
遊
牧
勢
力
を
示
し
た
こ
と
は
既
述
の

通
り
で
あ
る
。
遊
牧
モ
グ

l
ル
が
民
族
・
系
統
を
異
に
す
る
多
く
の
集
団
の
集
合
体
で
あ
っ
た
こ
と
は
一
般
の
遊
牧
勢
力
と
同
様
で
あ
っ
（お）

た
。
ト
ゥ
ル
フ
ァ

l
ン
方
面
に
移
っ
た
後
の
モ
グ

l
ル
も
、
当
初
は
間
野
氏
の
検
出
さ
れ
た
諸
集
団
の
連
合
体
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

吋
同
・
そ
の
他
に
も
東
選
後
の
こ
れ
ら
の
集
団
に
つ
い
て
は
述
べ
る
所
が
少
な
い
。
領
域
上
の
推
察
と
し
て
は
ト
ゥ
ル
フ
ア
｜
ン
地
域
の
ウ

ィ
グ
i
ル、

ハ
ミ
北
方
の
メ
ク
リ
ッ
ト
集
団
の
本
拠
地
を
領
有
す
る
に
至
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
両
集
団
の
比
重
の
増
大
が
考
え
ら
れ
よ

ぅ
。
又
、

オ
イ
ラ
ー
ト
系
の
暗
刑
灰
・
小
列
禿
や
、
ト
ル
コ
系
の
散
里
閏
売
見
の
加
入
も
明
史
料
か
ら
推
断
で
き
る
し
、

さ
ら
に
は
漢
回 明



と
も
結
び
つ
い
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
最
も
大
き
な
変
化
は
明
史
料
の
瓦
刺
、
斗
閉
山
・
等
の
カ
ル
マ

l
ク
と
称
す
る
オ
イ
ラ
ー
ト
勢
力
と
の

（部）

結
び
つ
き
で
あ
ろ
う
oi

こ
れ
ら
の
集
合
体
た
る
土
魯
番
は
、
そ
の
結
集
理
念
の
有
無
に
よ
っ
て
四
、
五
千
の
勢
力
か
ら
二
万
の
兵
力
を
擁
し
て
遠
征
を
行
う
ま

で
に
拡
大
し
た
り
、
諸
集
団
の
独
立
化
、
汗
諸
子
の
分
立
に
よ
っ
て
領
域
の
細
分
化
を
み
た
り
、
不
断
の
伸
縮
を
み
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
ら
の
個
々
の
事
象
の
具
体
的
な
検
討
は
他
日
を
期
す
と
し
て
、

ア
フ
マ
ド
、

マ
ン
ス

i
ル
の
時
期
に
そ
の
モ
グ

l
ル
集
団
内
で
重
要
な

役
割
を
演
じ
た
二
人
の
人
物
の
事
跡
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
遷
モ
グ

1
ル
勢
力
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

明代のトゥルファーンについて

一
人
は
、

ア
フ
マ
ド
、

マ
ン
ス

l
ル
二
代
の
汗
の
ウ
ル
ス
・
ベ
キ
で
あ
っ
た
ア
ミ

l
ル
・
ジ
ヤ
パ

i
ル
・
ベ
ル
デ
ィ
で
あ
る
。
汗
に
次

、
ぎ
、
諸
集
団
の
長
ア
ミ

l
ル
の
頂
点
に
立
つ
ウ
ル
ス
・
ベ
キ
の
職
は
、

モ
グ

l
リ
ス
タ
ー
ン
で
は
ド
グ
ラ
ト
集
団
の
出
身
者
に
の
み
与
え

ら
れ
た
が
、
彼
ジ
ャ
パ

l
ル
・
ベ
ル
デ
ィ
も
ド
グ
ラ
ト
の
出
で
あ
っ
た
（
叶
戸
お
⑦
）
。
吋
戸
に
は
、
彼
が
ド
グ
ラ
ト
に
属
す
る
と
は
言
う
も

の
の
明
確
な
出
自
を
示
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
ア
フ
マ
ド
の
権
力
自
体
が
非
都
市
的
な
遊
牧
勢
力
に
依
拠
し
て
い
た
点
と
結

び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
。

ア
フ
マ
ド
の
モ
グ

l
リ
ス
タ
ー
ン
で
の
権
力
樹
立
は
父
ユ

l
ヌ
ス
を
中
心
と
す
る
都
市
居
住
派
勢
力
に
反
対
す

る
部
分
の
擁
立
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
お
り
、

ウ
ル
ス
・
ベ
キ
た
る
以
上
、
彼
ジ
ャ
パ

l
ル
・
ベ
ル
デ
ィ
も
ド
グ
ラ
ト
を
率
い
て
こ
れ
に
参

加
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

叶
同
・
に
は
彼
の
領
域
に
つ
い
て
も
述
べ
る
と
こ
ろ
が
な
い
が
、
ド
グ
ラ
ト
の
都
市
派
の
居
っ
た
ア
ル
テ
ィ
・
シ
ャ

フ
ル
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
、
多
分
、

モ
グ

l
リ
ス
タ
ー
ン
東
部
に
拠
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ア
フ
マ
ド
の
没
後
、

マ
ン
ス

l

ル
を
し
て
ジ
ャ
パ

l
ル
・
ベ
ル
デ
ィ
あ
り
て
我
が
玉
座
の
安
全
な
し
と
言
わ
せ
し
め
た
程
（
吋
戸
部
叶
）
、
彼
は
前
掲
ア
フ
マ
ド
汗
の
領
域

内
に
勢
力
を
有
し
て
い
た
。
か
つ
又
、
彼
は
妹
を
ア
フ
マ
ド
汗
の
妻
と
し
て
わ
り
、

マ
ン
ス

1
ル
に
と
っ
て
は
義
伯
父
の
関
係
に
あ
っ
た

27 

（叶
H
N
・
巴
仏
）
。
マ
ン
ス

l
ル
の
猫
疑
に
、
彼
は
ミ
ル
ザ
・
ア
パ

l
・
パ
ク
ル
と
結
ん
だ
叛
乱
で
も
っ
て
答
え
た
。
そ
の
為
に
マ
ン
ス

l
ル
が
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ア
ク
ス
を
失
っ
た
点
は
先
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
彼
は
後
に
マ
ン
ス

i
ル
と
和
解
し
て
東
に
移
っ
た
が
、
彼
の
再
加
入
に
よ
っ
て
マ
ン
ス

ー
ル
の
力
は
大
い
に
強
化
さ
れ
た
と
き
尽
「
ノ
（
吋
戸
お
ゆ
）
。
時
期
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
彼
は
中
国
へ
の
聖
戦
中
に
戦
死
し
た
と
さ

（釘）

れ
で
わ
り
、
あ
る
い
は
明
史
料
の
伝
え
る
牙
木
蘭
が
比
定
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ド
グ
ラ
ト
に
し
て
、
二
代
の
汗
の
姻
族
で
ウ
ル
ス
・

ベ
キ
た
る
彼
こ
そ
、
遊
牧
モ
グ

l
ル
の
東
遷
勢
力
を
支
え
た
ア
ミ
l
ル
の
代
表
人
物
ど
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
汗
権
力
を
支
え
、

か
っ
、
そ
れ
を
脅
か
す
大
き
な
勢
力
の
姿
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
一
人
は
、

タ
ジ
・
ウ
ッ
デ

l
ン
↓
2
2
1
1
U
叫
コ
で
あ
る
。
彼
は
ク
サ
l
ン
の
住
人
で
、

ナ
ク
シ
パ
ン
デ
ィ
派
の
神
秘
主
義
教
団
の
長

老
で
あ
り
、

か
つ
同
時
に
商
業
・
農
業
に
も
子
を
染
め
て
い
た
富
豪
で
あ
っ
た
（
叶
戸
店
吋
）
。
彼
は
ト
ゥ
ル
フ
ァ

l
ン
の
ア
フ
マ
ド
に
招
か

れ
て
そ
の
地
に
赴
き
、
以
降
二
代
の
汗
に
従
っ
て
宗
教
活
動
を
行
い
、

モ
グ

l
ル
の
イ
ス
ラ
ム
改
宗
に
尽
力
し
、
後
、
中
国
で
の
聖
戦
中

に
戦
死
し
た
と
さ
れ
て
い
る
（
吋
戸
口
叶
）
。
明
史
料
に
、
嘉
靖
三
年
粛
州
に
て
戦
没
し
た
と
す
る
他
只
丁
が
彼
に
相
当
す
る
。
定
住
地
域
出

身
の
ム
ス
リ
ム
と
し
て
、
遊
牧
モ
グ

l
ル
の
社
会
で
活
躍
し
、

チ
ャ
ガ
タ
イ
系
土
魯
番
成
立
の
最
大
の
歴
史
的
意
義
、
地
域
の
イ
ス
ラ
ム

化
の
完
成
の
中
心
人
物
の
一
人
と
し
て
彼
を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
て
、
嘉
靖
七
年
以
降
、
土
魯
番
の
積
極
的
な
対
明
武
力
攻
勢
は
み
ら
れ
な
く
な
る
。
明
の
懐
柔
策
、
貿
易
制
限
の
撤
廃
ゃ
、

モ
ン
ゴ

ル
勢
力
の
西
進
等
が
考
え
ら
れ
る
が
、
最
大
の
原
因
は
モ
グ

i
ル
勢
力
の
分
裂
自
壊
作
用
と
み
ら
れ
る
。
遊
牧
勢
力
の
興
亡
の
歴
史
に
お

い
て
因
で
あ
り
果
た
り
得
る
構
成
諸
集
団
の
解
体
分
立
も
、
現
段
階
で
は
遊
牧
土
魯
番
に
於
け
る
そ
れ
に
つ
い
て
は
論
ず
る
に
足
る
十
分

の
材
料
が
な
い
。
た
だ
表
面
的
な
現
象
と
し
て
の
王
統
の
分
立
と
し
て
述
べ
る
の
が
許
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

制
沙
・
馬
速
・
馬
黒
麻



マ
ン
ス

l
ル
は
晩
年
、
領
地
ト
ゥ
ル
フ
ァ

i
ン
と
チ
ャ

1
リ
シ
を
、
長
子
シ
ャ

i
・
ス
ル
タ

l
ン
∞

rs
∞
三

g
z

．．
 

た
と
叶
戸
店
。
は
伝
え
る
。
辺
政
考
、
巻
十
一
に
は
、
よ
り
詳
し
く

に
譲
っ
て
引
退
し

是
年
（
嘉
靖
八

1
一
五
二
九
年
）
、
土
魯
番
曾
速
壇
満
速
見
以
弟
把
巴
察
於
曲
先
城
、
長
子
沙
速
壇
於
察
力
失
、
次
子
馬
黒
麻
擦
恰
密
、

各
住
守
。

と
述
べ
る
。

↓
門
戸
・
ロ
む
に
は
マ
ン
ス
｜
ル
の
死
を
田
宮
－

r・
（
一
五
四
三
）
年
の
こ
と
と
し
、
シ
ャ
l

・
ス
ル
タ

1
ン
、
ム
ハ
ン
マ
ッ
ド
・

ス
ル
タ

1
ン
の
二
子
の
存
在
の
み
を
伝
え
る
が
、
す
で
に
欄
筆
間
際
の
こ
と
で
精
密
な
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
辺
政
考
、
巻
五
に
は
、
嘉

日月代のトゥルファーンについて

靖
二
二
（
一
五
四
一
二
）
年
の
項
に
、

三
月
、
速
壇
満
速
見
死
。
有
弟
把
巴
察
、
領
兵
五
百
到
察
力
失
、
奥
沙
速
壇
争
奪
地
方
。
沙
速
壇
回
土
魯
番
、
差
人
恰
密
、
調
馬
黒
麻
速

壇
、
奥
之
併
力
。
把
巴
察
同
子
虎
寓
因
速
壇
、
遂
領
兵
至
土
魯
番
。
沙
速
壇
・
馬
黒
麻
速
壇
倶
走
他
倫
。
被
獲
説
誓
、
沙
速
壇
将
察
力
失

地
方
奥
把
巴
察
井
其
子
、
回
曲
先
城
。

と
詳
し
い
マ
ン
ス

l
ル
死
後
の
一
族
聞
の
争
い
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

吋閉山－
H
N
∞
に
ク
サ

l
ン

（
曲
先
）
を
領
有
し
て
い
る
と
す
る

パ
パ
ジ
ユ
ク
・
ス
ル
タ

l
ン
が
チ
ャ

l
リ
シ
を
奪
っ
た
こ
と
は
こ
の
明
側
の
史
料
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
後
、
彼
が
そ
こ
を
保

持
し
続
け
て
い
た
か
明
ら
か
で
な
い
。

実
録
、
辺
政
考
等
に
は
、
そ
の
後
か
ろ
う
ピ
て
土
魯
番
王
と
な
っ
た
沙
速
壇
を
伝
え
る
が
、
正
統
意
識
の
漢
文
史
料
か
ら
も
、
汗
位
継

承
戦
争
で
は
な
い
、
領
域
争
奪
戦
と
し
て
の
様
相
を
呈
し
て
き
で
い
る
の
が
う
か
が
わ
れ
る
。

シ
ャ

l
・
ス
ル
タ

1
ン
が
ト
ゥ
ル
フ
ァ

l
ン
に
拠
る
よ
う
に
な
っ
た
後
、
今
度
は
東
部
で
弟
の
ム
ハ
ン
マ
ッ
ド
と
争
い
が
始
ま
っ
て
い

29 

る
。
実
録
・
嘉
靖
二
四
年
七
月
丙
子
〔
七
一
四
〕
に
は
、
兄
弟
抗
争
の
開
始
を
伝
え
、
同
・
嘉
靖
二
五
年
正
月
丙
成
〔
七
一
五
J
六
〕
に
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．．
 よ
り
詳
し
い
事
情
が
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
父
の
後
を
襲
っ
て
本
国
土
魯
番
の
主
と
な
っ
た
兄
の
沙
に
対
抗
し
て
、
弟
の
馬
黒
麻

は
恰
密
に
拠
り
、
「
結
婚
瓦
刺
以
為
援
、
潜
種
沙
州
回
以
為
資
、
意
在
西
抗
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
チ
ャ

l
リ
シ
を
叔
父
の
一

統
に
奪
わ
れ
、
更
に
兄
弟
で
東
西
に
分
裂
し
た
マ
ン
ス

l
ル
没
後
の
土
魯
番
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
シ
ャ

l
・
ス
ル
タ

i
ン
の
子
脱
列

速
檀
が
東
進
し
て
恰
密
を
占
拠
し
た
こ
と
が
実
録
・
嘉
靖
三
八
年
十
一
月
己
卯
〔
七
二
四
〕
に
見
え
、
依
然
と
し
て
足
弟
あ
げ
て
の
抗
争

は
続
い
た
ら
し
い
。
実
録
に
沙
速
檀
を
「
土
魯
番
王
」
、
馬
黒
麻
速
檀
を
「
土
魯
番
目
夷
」
と
呼
ん
で
い
る
の
は
明
の
正
統
意
識
に
基
く
も

の
で
あ
ろ
う
。
嘉
靖
四
五
年
三
月
壬
寅
〔
七
二
五
J
六
〕
の
実
録
に
は
シ
ャ

l
・
ス
ル
タ

l
ン
の
弟
、
速
檀
馬
速
∞
己
］
仲
間
口
玄
伊
ぶ
包
（
叫
）

が
新
た
に
土
魯
番
王
と
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
兄
シ
ャ

l
・
ス
ル
タ
l
ン
が
北
虜
部
落
と
の
戦
い
で
死
ん
だ
結
時
「
擁
衆
嗣
立
」
と
報

告
し
て
い
る
。
こ
の
速
檀
馬
速
の
名
は
西
方
史
料
に
は
見
出
し
得
な
い
の

実
録
・
隆
慶
四
年
九
月
甲
成
〔
七
二
九
〕

で
は

先
是
、

土
魯
番
馬
黒
麻
新
立
為
王
、
遣
使
謝
思
求
貢
、
市
其
兄
弟
潰
非
速
檀
・
虎
来
失
速
檀
・
阿
ト
撤
亦
速
檀
、
亦
久
口
遺
使

と
あ
り
、
沙
州
ま
で
後
退
し
て
い
た
マ
ン
ス

l
ル
の
次
子
ム
ハ
ン
マ
ッ
ド
が
遂
に
西
進
し
て
土
魯
番
王
に
な
っ
た
か
の
如
く
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
に
問
題
が
生
じ
て
く
る
。
新
立
土
魯
番
王
馬
黒
麻
の
兄
弟
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
三
人
の
速
檀
の
名
が
、
西
部
カ
シ
ユ
ガ
ル

汗
家
の
ア
ブ
ド
・
ア
ル
ラ
シ

l
ド
メ

E
巳

l
p
z
E仏
汗
の
諸
子
の
う
ち
の
三
人
に
全
く
一
致
す
る
点
が
そ
れ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
噴
非

速
檀
は
五
男
ス

l
フ
ィ

l
－
ス
ル
タ

l
ン
∞
ロ
コ
∞
己
芯
コ
に
、
虎
来
失
速
檀
は
九
男
ク
ラ
イ
シ
・
ス
ル
タ

l
ン
む
己
E
2
7
∞
己
仲
間
コ
に
、

阿
卜
撒
亦
速
檀
は
八
男
ア
ブ

l
・
サ
イ

l
ド
・
ス
ル
タ

l
ン
メ
百
∞
戸
J
仏
∞
己
広
口
に
全
て
比
定
が
可
能
で
あ
（
旬
。

こ
こ
で
、

ア
フ
マ
ド
汗
の
三
男
、

マ
ン
ス

l
ル
の
弟
、

サ
イ

l
ド
が
ミ
ル
ザ
・
ア
パ

l
・
パ
ク
ル
を
倒
し
て
そ
の
領
域
に
樹
立
し
た
カ

シ
ユ
ガ
ル
汗
家
を
概
観
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。



園
、
カ
シ
ユ
ガ
ル
汗
家
の
東
進

カ
シ
ユ
ガ
ル
汗
位
は
そ
の
長
男
ア
ブ
ド
・
ア
ル
ラ
シ

l
ド
に
伝
わ
っ
た
。
彼
は
、
伯
父
ト
ゥ
ル
フ

（却）

ァ
l
ン
の
マ
ン
ス

l
ル
と
二
度
ア
ク
ス
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
て
、
い
ず
れ
も
マ
ン
ス

i
ル
を
撃
退
し
て
い
る
。
彼
は
一
五
六
六
年
頃
、
没
し
、

（剖）

十
二
、
三
人
の
子
を
遺
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
カ
シ
ユ
ガ
ル
汗
国
の
領
域
内
の
タ
リ
ム
盆
地
の
諸
オ
ア
シ
ス
に
割
拠
し
て
い

サ
イ

l
ド
は
一
五
三
コ
一
年
に
没
し
、

た
様
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
三
人
が
前
述
の
諸
速
檀
で
あ
る
。
ラ
シ

l
ド
汗
の
後
を
つ
い
だ
ア
ブ
ド
・
ア
ル
ケ
リ

i
ム

－〉

σ（
同

伊

］

j

M

ハ
σ吋

明代のトゥルファーンについて

汗
の
没
後
（
一
五
九
四
年
頃
）
、
カ
シ
ユ
ガ
ル
汗
位
に
つ
い
た
の
は
彼
の
弟
ム
ハ
ン
マ
ッ
ド
玄
己
宮
5
5
Z
汗
で
、

で
在
住
し
た
と
あ
話
。
そ
し
て
こ
の
ム
ハ
ン
マ
ッ
ド
汗
は
先
出
コ
一
速
檀
と
兄
弟
で
あ
っ
た
。
実
は
、
先
掲
実
録
の

H
H
H
J
H
 

二
ハ
一

O
年
頃
ま

「
兄
弟
」

の
…
語
が
正

し
い
の
な
ら
、
新
た
に
土
魯
番
王
と
な
っ
た
の
は
沙
州
に
拠
っ
て
い
た
マ
ン
ス

l
ル
の
子
ム
ハ
ン
マ
ッ
ド
で
は
な
く
、

カ
シ
ユ
ガ
ル
汗
家

の
サ
イ
1
ド
の
孫
ム
ハ
ン
マ
ッ
ド
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
が
、

（お）

弟
」
と
で
も
解
し
て
わ
く
他
は
な
い
。

カ
シ
ユ
ガ
ル
汗
国
側
の
史
料
で
は
そ
の
可
能
性
は
薄
い
。
こ
ニ
は
、
「
同
族
兄

カ
シ
ユ
ガ
ル
は
ア
ブ
ド
・
ア
ル
ケ
リ

l
ム
汗
の
在
位
中
で
あ
る
が
、
ム
ハ
ン
マ
ッ
ド
と

（出）

そ
の
三
兄
弟
の
動
向
を
み
て
み
よ
う
。
当
時
ク
ラ
イ
シ
ュ
・
ス
ル
タ

i
ン
は
ホ
｜
タ
ン
に
思
し
て
お
り
、
ス

l
フ
ィ
・
ス
ル
タ

l
ン
は
カ

（お）

A
V

、

（

部

）

シ
ユ
ガ
ル
の
ハ

l
キ
ム
で
そ
の
地
に
居
り
、
ア
フ
・
サ
イ
l
ド
・
ス
ル
タ

l
ン
も
カ
シ
ユ
カ
ル
に
居
り
、
ム
ハ
ン
マ
ッ
ド
は
ア
ク
ス
の
ハ

（幻）

i
キ
ム
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
断
片
的
で
は
あ
る
が

さ
て
、
前
掲
実
録
の
一
五
七

O
年
に
は
ま
だ
、

い
、
ず
れ
も
明
へ
、
同
族
ト
ゥ
ル
フ
ァ

i
ン
を
通
じ
て
入
貢
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（泊）

チ
ャ

l
リ
シ
、
ト
ウ
ル
フ
ァ

l
ン
に
は
汗
が
居
な
く
な
っ
た
」
と
し
て
い
る
。

一
史
料
に
は
「
シ
ャ

l
汗
を
カ
ル
マ

1
ク
が
殺
し
た
後
、

31 

こ
の
機
会
を
と
ら
え
て
そ
の
地
に
よ
っ
た
の
は
、
前
出
ク
ラ
イ
シ
ュ
・
ス
ル
タ

l
ン
の
子
ム
ハ
ン
マ
ッ
ド
・
フ
ダ
バ
ン
ド

Z
Z
Y
2
5立ー
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百
戸
口
密

Z
E
P
T
汗
で
あ
（
句
。
実
録
万
暦
十

（
一
五
八
三
〕
年
十
月
戊
午
〔
七
三
七
〕
に
「
土
魯
番
速
檀
馬
黒
麻
虎
答
遍
迭
新
立
為
王
」

と
伝
え
る
そ
の
人
で
あ
る
。
彼
は
カ
ザ
l
ク
の
英
主
タ
ウ
ケ
・
ハ

l
ン
吋

srEH間
口
の
支
援
を
v

つ
け
て
い
た
と
さ
れ
て
お
州
、
カ
ザ

l

ク
が
東
方
ト
ゥ
ル
フ
ア
ー
ン
ま
で
進
出
し
て
き
た
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
組
。

こ
こ
に
、

一
四
八
三
年
頃
同
ヒ
チ
ャ
ガ
タ
イ
系
で
あ
る
け
れ
ど
も
カ
シ
ユ
ガ
ル
汗
家
へ
の
土
魯
番
の
王
統
の
選
移
を
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
彼
フ
ダ
バ
ン
ド
汗
は
、
後
、
義
父
で
あ
る
カ
シ
ユ
ガ
ル
汗
の
ム
ハ
ン
マ
ッ
ド
汗
の
遣
わ
し
た
ア
ブ
ド
・
ア
ル
ラ

l
ヒ
ム
メ

E
！
と
l

（岨）

フ
ダ
バ
ン
ド
は
そ
の
地
を
十
二
年
間
支
配
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
万
暦
十
一
年
よ

の
討
伐
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
。

間同戸｝戸叫門出

り
算
し
て
一
五
九
五
年
頃
の
事
件
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
際
ア
ブ
ド
・
ア
ル
ラ

l
ヒ
ム
側
に
は
カ
ザ

l
ク
が
付
き
、

｜
ク
に
助
勢
を
求
め
て
お
崎
、
非
遊
牧
化
し
つ
つ
あ
る
チ
ャ
ガ
タ
イ
末
流
と
、
新
興
の
遊
牧
勢
力
ジ
ユ
ン
ガ
ル
、

フ
ダ
バ
ン
ド
は
カ
ル
マ

化
が
明
確
に
み
て
と
れ
よ
う
。
結
局
、

カ
ザ
l
ク
と
の
力
の
変

（叫）

カ
ル
マ
ー
ク
の
裏
切
り
に
よ
っ
て
フ
ダ
守
ハ
ン
ド
は
捕
え
ら
れ
ヤ
ル
カ
ン
ド
に
送
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

以
来
こ
の
ア
ブ
ド
・
ア
ル
ラ

l
ヒ
ム
の
子
孫
が
こ
の
地
を
占
拠
す
る
こ
と
に
な
る
。
猷
人
に
し
て
久
し
ぶ
り
に
こ
の
地
を
通
過
し
た
ベ
ネ

デ
ィ
ク
卜
・
ゴ
エ
ス
の
伝
え
る
チ
ャ
l
リ
シ
か
ら
ゴ
ム
ル
ま
で
を
治
め
る
、
カ
シ
ユ
ガ
ル
汗
の
庶
子
と
は
、
ム
ハ
ン
マ
ッ
ド
汗
の
庶
弟
の

（剖）

誤
り
で
ア
ブ
ド
・
ア
ル
ラ

l
ヒ
ム
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
実
録
に
は
天
啓
元
（
一
六
一
一
一
）
年
八
月
甲
申
〔
七
五
三
〕
に
土
魯
番
王
阿
都
刺
因

と
み
え
て
い
る
。
彼
は
後
に
カ
シ
ユ
ガ
ル
汗
ム
ハ
ン
マ
ッ
ド
、
そ
の
子
シ
ユ
ジ
ャ

l
・
ア
デ
ィ
ン
・
ア
フ
マ
ド
∞
宮
古
小

mw］

i
Eコ
〉
r
g戸門同

と
、
更
に
は
そ
の
子
ア
パ
ク
〉
苦
心
汗
等
の
歴
代
カ
シ
ユ
ガ
ル
汗
と
対
立
し
つ
や
つ
け
る
。
所
謂
カ
シ
ユ
ガ
ル
東
部
王
家
で
あ
る
。
彼
は

巴
色
白
－
r・
〔
一
六
三
三
〕
年
頃
に
没
し
、
九
子
が
あ
っ
た
と
言
河
o

ト
ゥ
ル
フ
ァ

i
ン
を
継
い
だ
の
は
次
子
ア
ブ

l
・
ア
ル
ム
ハ
ン
マ
ツ

（岨）

ド
〉

Z
開
］
1

三己

τE自
主
で
あ
る
。
彼
が
中
国
史
料
に
み
ら
れ
る
の
は
既
に
清
の
時
代
で
順
泊
三
年
に
「
土
魯
番
蘇
勅
檀
阿
布
勅
阿
恰

黙
特
阿
済
汗
」
と
し
て
で
あ
る
。
後
に
、
彼
は
西
進
し
、
ム
ハ
ン
マ
ッ
ド
系
の
カ
シ
ユ
ガ
ル
西
部
王
家
を
放
遂
す
る
の
で
あ
る
が
、
す
で



に
、
ヵ
シ
ュ
ガ
ー
ル
汗
国
史
の
領
域
に
属
し
、

明
代
の
ト
ウ
ル
フ
ァ

i
ン
と
題
し
た
本
稿
の
任
の
外
に
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、

明
代
土
魯
番
と
称
さ
れ
た
勢
力
を
、
王
統
を
中
心
に
論
じ
て
き
た
。
明
初
よ
り
宣
徳
年
間
ま
で
が
、
農
耕
、
仏
教
的
土
着
政
権

で
あ
り
、
ヴ
ア
イ
ス
汗
の
侵
入
に
よ
っ
て
断
絶
す
る
。
以
降
、
成
化
末
年
ま
で
は
イ
ス
ラ
ム
系
の
遊
牧
モ
グ

l
ル
の
分
立
的
な
諸
勢
力
が

次
々
に
こ
こ
に
拠
っ
た
。
弘
治
年
間
以
後
は
、

日月代のトゥルファーンについて

モ
グ

l
ル
汗
の
支
配
に
入
り
、
そ
の
東
遷
に
よ
っ
て
汗
国
の
本
拠
地
と
な
っ
た
。
十
六
世

紀
末
、
同
ヒ
チ
ャ
ガ
タ
イ
系
の
カ
シ
ユ
ガ
ル
汗
家
に
王
統
が
移
り
そ
の
領
域
の
一
部
と
な
っ
た
。

さ
さ
や
か
な
結
論
で
あ
る
が
、
対
蒙
古
勢
力
と
の
関
係
、
地
域
の
イ
ス
ラ
ム
化
、
遊
牧
民
の
定
着
化
の
社
会
史
的
考
察
等
の
残
さ
れ
た

問
題
が
、
今
後
の
道
で
あ
る
。
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1 i主（

2
）
 

本
稿
で
引
用
す
る
実
録
は
、
京
都
大
学
文
学
部
内
陸
ア
ジ
ア
研
究
所
刊
「
明
代
西
域
史
料
！
明
実
録
抄
」
京
都
、

り
、
〔
〕
と
し
て
そ
の
掲
載
頁
を
示
す
。

－
「
同
・
の
引
用
は
左
記
の
英
訳
書
に
拠
り
、
－
「
戸
店
ω
の
如
く
に
引
用
頁
を
示
す
。

開－

H）
・
問
。
ω
印
卸
・

2
・開－

g
p
b
～
H
Z円。
J
O
H
N
Fぬ
〉
向
。

h
H
F
c
r
o＼
〔
リ

S
マ
日
目
、
山
白
氏
自
u

吋

宮

叫
3
日

二

F
I
T
H
N
S～
脚
色
刷
。
＼
ミ
ミ
N
B
ミ
ロ
吉
喜
吉
田
弘

司

g
t白コ
H
L
Cロ
仏

c
p
］
｛
∞
由
日
・

明
代
の
ト
ゥ
ル
フ
ァ
1
ン
史
を
対
象
と
し
た
研
究
に
は
清
家
昇
等
編
著
「
維
吾
か
族
史
料
簡
編
（
上
）
」
北
京
、
一
九
五
八
年
、
の
第
七
l

九
章
。
間
野
英
二
「
十
五
世
紀
初
頭
の
モ
グ
l
リ
ス
タ
ー
ン
ヴ
ア
イ
ス
汗
の
時
代
」
（
東
洋
史
研
究
二
三
の
一
）
。
そ
の
王
統
を
考
察

し
た
も
の
に
肘
古
伊
♂
叶
戸
の
序
論
が
あ
る
。

間
野
氏
、
前
掲
論
文
、
九
J
十
二
頁

一
九
七
四
年
、
に
拠

（

3
）
 

（

4
）
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宣
徳
年
閉
ま
で
、
多
く
の
入
貢
記
録
は
「
土
魯
番
城
」
と
す
る
が
、
以
降
は
「
土
魯
番
地
面
」
の
類
の
表
現
が
多
く
な
り
、
決
し
て
城
と

称
せ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
一
つ
の
証
し
に
も
な
ろ
う
。

実
録
・
正
統
四
年
二
月
丙
辰
〔
二
四
一
〕

実
録
・
正
統
二
年
四
月
下
卯
（
一
二
二
二

1
三
〕
に
、
ヴ
ア
イ
ス
を
継
い
だ
也
先
不
花
へ
の
勅
諭
が
み
え
る
。

注
7
に
引
い
た
実
録
に
は
、
吋
戸
に
は
見
え
な
い
也
先
不
花
の
弟
の
存
在
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
名
前
が
不
明
で
あ
り
、
比
定
に
跨
践
す

る
。
ィ
セ
ン
・
ブ
カ
の
一
子
は
ド
ス
ト
・
ム
ハ
ン
マ
ッ
ド
で
あ
る
が
、
十
七
才
で
一
四
六
二
年
に
即
位
し
、
七
年
間
在
位
し
、
一
四
六
九

年
二
四
才
（
吋
戸
き
に
は
四
十
才
と
す
る
が
、
本
田
実
信
氏
将
来
の
大
英
博
物
館
蔵
。
ア
店
吋
の
ペ
ル
シ
ャ
語
写
本
巴
伊
・
に
拠
っ
て
訂
正

で
き
た
。
関
野
英
二
氏
の
御
教
示
に
感
謝
す
る
J

で
没
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
（
吋
戸

g
l
g）
、
時
期
的
、
年
齢
的
に
無
理
が
あ
り
、

彼
に
比
定
す
る
の
も
困
難
で
あ
る
。

開－
g
p
叶閉山・日ロ件円
C
門戸＝口
t
c
p
H
Y
］戸。。・

三
箇
城
を
意
訳
と
考
え
れ
ば
、
ス
タ
イ
ン
氏
将
来
の
ウ
ィ
グ
ル
語
仏
典
の
所
謂
「
至
正
十
年
書
写
仏
典
」
（
∞
・
ζ
・0
ア∞
NHN
（E
C
）
の
7
・H
開

。。
ω
・
）
中
に
見
え
る

5
E
Z
E
r
g－Z
に
相
当
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
（
本
文
書
に
つ
い
て
は
、
羽
田
享
「
回
鶴
訳
本
安
慧
の
倶
舎

論
実
義
疏
」
〔
！
羽
田
博
士
史
学
論
文
集
、
言
語
・
宗
教
篇
京
都
、
一
九
五
八
年
〕
一
六
二
J
六
四
頁
。
小
田
寿
典
「
ウ
ィ
グ
ル
文
文

殊
師
利
成
就
法
の
断
片
一
葉
」
〔
東
洋
史
研
究
三
三
の
一
〕
九
七

1
九
八
頁
）
。
所
在
は
や
は
り
不
明
で
あ
る
。

最
近
で
は
、
富
・
見
。
国
的
mwrr
玄
宮
聞
の

E
E
E仏
吋
ロ
L
P
P
E
C。1
日臼
UJ
（
の
巾
コ
昨
日
］
〉
比
三
回
ロ
」
O
E
円コ伊「〈
D
一
・
｝
（
〈
戸
句
了

ω・
5U1N
）同
y
N
E
。

佐
口
透
「
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
諸
ハ
ン
由
」
（
岩
波
講
座
世
界
歴
史
、
第
十
ゴ
一
巻
、
東
京
、
一
九
七
一
年
、
、
所
収
可
五
一
頁
に
は
、
こ
の
説

を
「
再
考
の
余
地
が
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

両
書
（
い
ず
れ
も
「
紀
録
葉
編
」
所
収
）
共
に
、
「
成
化
十
四
年
、
鎖
檀
阿
力
故
、
其
子
阿
黒
麻
云
々
」
と
あ
る
。

通
西
と
す
べ
き
を
隙
西
と
誤
っ
た
実
録
の
例
と
し
て
、
正
徳
六
年
正
月
乙
亥
〔
六

O
七
〕
の
タ
シ
ケ
ン
ト
が
、
同
ピ
く
迷
と
速
の
例
を
正

統
十
三
年
四
日
甲
申
〔
三
三
九
〕
の
亦
速
力
火
者
（
前
出
の
也
密
力
火
者
を
示
す
）
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

実
録
・
正
徳
十
一
年
五
月
庚
寅
（
六
一
九
〕
の
「
阿
速
城
」
も
同
様
。
た
だ
し
、
明
代
一
般
に
阿
速
と
言
え
ば
（
「
明
史
」
巻
一
二
三
一
一
）

〉
。
円
巴
を
示
し
た
。

同
－
∞
円
O
H
m
口｝

5
2円H
0
3

（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 

（

8
）
 

（

9
）
 

（日）
（日）（ロ）（日）14 

〉向。長

2
2目
見

2
2
3
r
p
＼
さ
吉
岡
白
白
向
。

3
h丘
三
三
句
。
ミ
2
9
〈
o－
・
口
・
「
oコハ問。コ・

5ω
一1
・官官・∞
kplcc
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（日）
（日）

一
冗
史
、
巻
十
八
、
本
紀
・
至
元
三
一
年
十
二
月
戊
成
の
条
。
清
の
欽
定
西
域
図
志
、
巻
三
に
は
、
元
代
、
「
阿
克
蘇
奮
音
問
思
」
と
す
る
O

F
－
FMm2r
ロC
ロロ
5
0
Z
Z
印
50105mcロ
円
印
仏
己
∞
ロ
2
2
（目。∞叶門田、各国♀巾己門的・（〉ロ

g
。コ
2
7
Z己
口
問
・
ぢ
B
－U
〈
〉
（

Y
∞己品伊官巾印
f
H由。∞）

司・日
ω

∞吋巾ー仲間凶口
Y
ロ巾日仏巾ア。同）・口芹－
w

H

V

－N
C
C

実
録
・
成
化
十
一
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二
月
丙
申
〔
四
五
一
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に
、
速
檀
阿
力
治
下
の
土
魯
番
よ
り
来
帰
す
る
者
が
増
加
し
て
い
る
事
実
が
伝
え
ら
れ
、
そ

の
地
域
の
変
動
が
推
察
で
き
る
。
又
、
後
に
掲
げ
る
阿
（
黒
）
白
川
の
察
力
失
攻
撃
が
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復
」
の
こ
と
と
し
て
い
る
点
も
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先
行
し
た
時
代
、

成
化
一

0
年
代
の
ア
フ
マ
ド
の
東
進
を
推
察
さ
せ
る
。

明
史
料
は
勿
論
の
こ
と
、
、
叶
閉
山
・
以
外
の
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方
同
時
期
の
史
料
も
等
し
く
彼
を
ト
ウ
ル
フ
ァ
l
ン
地
域
の
支
配
者
と
し
て
述
べ
て
い
る
。
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田
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末
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初
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ト
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ン
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そ
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回
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史
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察
」
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洋
史
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五
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享
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巻
五
に
、
阿
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麻
の
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葉
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密
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順
王
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竿
慢
畏
冗
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種
也
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脱
脱
貴
族
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得
王
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王
恰
密
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あ
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健
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ウ
ィ
グ
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園
史
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研
究
」
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九
五
五
年
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五
章
、
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1
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れ
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り
、
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ル
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。
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番
の
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る
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の
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で
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瓦
刺
外
援
」
（
実
録
・
嘉
靖
九
年
正
月
庚
子
〔
六
九
四
〕
）
の
様
に
連
合
の
対
象
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

明
史
料
に
土
魯
番
の
三
大
頭
自
の
一
人
と
す
る
曲
先
出
身
の
回
回
、
牙
木
蘭
は
、
嘉
靖
七
年
に
明
に
投
降
し
て
い
る
。
戦
死
と
投
降
の
相

違
は
あ
る
が
、
彼
牙
木
蘭
の
事
跡
は
ジ
ヤ
パ

l
ル
・
ベ
ル
デ
ィ
の
そ
れ
に
相
応
す
る
所
が
多
い
。
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万
暦
年
間
、
前
掲
の
烏
黒
麻
の
後
、
土
魯
番
王
と
し
て
、
実
録
に
は
速
檀
馬
黒
麻
阿
カ
ト
把
都
児
（
万
暦
三
年
四
月
辛
巳
〔
七
三
四
〕
、
万

暦
四
年
四
月
己
巳
〔
七
三
五
〕
）
、
速
檀
阿
卜
納
西
見
阿
黒
麻
（
万
暦
七
年
十
月
丙
子
〔
七
三
六
〕
）
、
恰
刷
附
恰
失
（
万
暦
二
十
年
八
月
庚
寅

〔
七
四
一
〕
）
、
阿
黒
麻
王
（
万
暦
二
三
年
五
月
乙
酉
〔
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四
一

J
二
〕
）
の
名
が
み
え
る
。
い
ず
れ
も
系
統
は
不
明
で
、
全
く
手
懸
り
が
な

い
。
ヵ
ザ
l
ク
等
で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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